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総合評価に関するこれまでの経緯

○7月６日 原子力安全委員会（以下，原安委）委員長から経済産
業大臣に対し，「既設の発電用原子炉施設の安全性
に関する総合的評価」の実施，評価手法及び実施計
画の報告を要請

○7月11日 内閣官房長官，経済産業大臣，内閣府特命担当大
臣連名の「我が国原子力発電所の安全性の確認につ
いて」公表（安全性に関する総合評価は，一次と二次評価を行う）

○7月15，21日 原子力安全・保安院（以下，保安院）が原安委に
評価手法と実施計画案を報告，原安委了承

○7月22日 保安院から事業者に対し、評価の実施及び報告を指
示

○9月14日 島根原子力発電所 安全性に関する総合評価に着手
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発電用原子炉施設の安全性に関する総合評価の概要

原子力発電所の更なる安全性の向上と安全性についての国民・住民の方々の安心・信頼の確保のた
め，欧州諸国で導入されたストレステストを参考に，安全評価を行う。

目的

全ての既設の発電用原子炉施設を対象とし，建設中のものを含める。

評価対象施設

○自然現象 ：地震・津波
○安全機能の喪失：全交流電源喪失，最終的な熱の逃し場（最終ヒートシンク）の喪失

評価対象事象

○一次評価：
安全上重要な施設・機器等について，設計上の想定を超える事象に対して，どの程度の安全裕度
が確保されているか評価（必要な安全水準に一定の安全裕度が上乗せされていることを確認）

○二次評価：
設計上の想定を超える事象発生を仮定し，どの程度の事象まで燃料の重大な損傷を発生させるこ
となく耐えることができるか，安全裕度（耐力）の評価（設計上の想定を超える外部事象に対する頑
健性に関して総合的に評価）

評価実施方法
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○一次評価：
定期検査中で，起動準備の整った原子炉に対し実施

○二次評価：
全ての既設の発電用原子炉施設に対し発電所単位で実施する。事業者からの報告の時期は本年
内を目途とするが，欧州諸国におけるストレステストの実施状況，福島第一原子力発電所事故調
査・検証委員会の検討状況を踏まえ，必要に応じ見直す。
また，建設中の発電用原子炉施設については，起動までに実施する。

実施計画

現在定期検査で停止中/
現在稼動中で年内に定
期検査終了予定のもの

現在稼動中で年明け以
降に定期検査終了予定
のもの

2011年12月

▼

▼

二次評価

二次評価

▼

▼

一次評価

一次評価

定期検査

定期検査
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安全裕度評価のイメージ（地震の例）①

○外部電源喪失などの事象発生時に原子炉を安全に冷却できるシナリオ
を特定

○地震動を大きくして冷却失敗に至る地震動の大きさを評価（安全裕度）

安全裕度評価方法

冷却

失敗

冷却

成功

冷却

成功

外部電源

原子炉停止

非常用ディーゼル発電機

低圧注水

原子炉減圧

注水 機能Ｂ

機能Ａ高圧

冷
却
成
功
シ
ナ
リ
オ

原
子
炉
冷
却

Ｓｓ Ｓｓ×α Ｓｓ×β

地震動の大きさ

基準地震動Ｓｓ
に対してα倍の
裕度
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安全裕度評価のイメージ（地震の例）②

○一次評価では，安全裕度の比較対象として，規制に用いる設計基準上の
許容値を適用

○二次評価では，構造健全性や機能が実際に失われる値を適用

耐震評価における安全裕度の例

全
体
的
な
余
裕

機器、配管類の構造健全性に係る安全裕度

地震時に加わる力の設計上の
想定値（計算値）

設計基準上の許容値

試験で確認された材料の強さ

×

引
張
力

変形

応力ひずみ曲線

大負荷(破断)

（安全裕度）

弾性範囲

元に戻らない変形
（塑性変形）

破断

負荷(小変形)

負荷除去(無変形)

２
次
評
価１

次
評
価
※

※：一次評価において，構造健全性，機能の維持を技術的に
示すことが可能であれば許容値を超える値も適用可とする。
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安全裕度評価のイメージ（津波の例）

○外部電源喪失などの事象発生時に原子炉を安全に冷却できるシナリオ
を特定

○津波高さを大きくして冷却失敗に至る津波高さを評価（安全裕度）

安全裕度評価のイメージ（津波の例）

冷却

失敗

冷却

成功

冷却

成功

外部電源

原子炉停止

非常用ディーゼル発電機

低圧注水

原子炉減圧

注水 機能Ｂ

機能Ａ高圧

冷
却
成
功
シ
ナ
リ
オ

原
子
炉
冷
却

設計想定
（５．７ｍ）

津波高さ

津波高さに対して
＋αｍの裕度

＋αｍ ＋βｍ
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安全裕度評価のイメージ（全交流電源喪失の例）①

枯渇

外部電源喪失

枯渇

非常用発電機

約8時間 α時間

全交流電源
喪失
↓

炉心損傷

安定状態維持

電源車
電源車への
燃料補給

蓄電池による
電源供給

全交流電源喪失

：緊急安全対策後

：緊急安全対策前

全交流電源喪失

故障、燃料切れ等

• 全交流電源喪失の発生後、蓄電池により電力の供給を継続する。
• 蓄電池が枯渇するまでに、電源車による電力の供給を開始する。
• 電源車への燃料補給を維持することにより、電力供給は継続する。

8
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安全裕度評価のイメージ（全交流電源喪失の例）②

【対策前】

時　　間

(1) 所内電源 ×

(2) 外部電源 ×

(3) 非常用DG ×

(4) 直流バッテリー　 ×

×炉心損傷

【対策後】

時　　間

(1) 所内電源 ×
(2) 外部電源 ×

(3) 非常用DG ×

(4) 直流バッテリー
(5) 電源車

炉心状態 安定状態維持

数ヶ月

3日津波到達 1時間 ○週間 数ヶ月地震

電源

1日8時間

電源

安定状態維持炉心状態

地震 津波到達 1時間 8時間 1日 3日 ○週間

全交流電源喪失

全交流電源喪失

全交流電源喪失

直流バッテリーの枯渇により、炉心損傷が避けられなくなる。

電源車を用いて電力供給を継続し、その間に外部電源を復旧させる。

：対策効果

：稼動
：待機
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